
一般社団法人国際再生医療普及協会 

特定認定再生医療等委員会議事要旨 

 

日  時：2023 年 4 月 7日（金）15：40～16：05  

開催場所：千葉大亥鼻イノベーションプラザ 1階会議室・web 

 

 

摘要 氏名 出欠 

利益相反 

医療機

関 

委員会

設置者  

1 分子生物学、細胞生物学、遺伝学、臨床

薬理学又は病理学の専門家 

石井 伊都子 〇 無 無 

鈴木 邦子 〇 無 無 

2 再生医療等について十分な科学的知見

及び医療上の識見を有する者 

齋藤 康 

※委員長 
〇 無 無 

落谷 孝広 〇 無 無 

寺井 崇二 ×   

3 臨床医（現に診療に従事している医師

又は歯科医師） 

中林 正雄 〇 無 無 

竹本 稔 〇 無 無 

佐野 明彦 ×   

4 細胞培養加工に関する識見を有する者 木田 泰之 〇 無 無 

5 医学又は医療分野における人権の尊重

に関して理解のある法律に関する専門

家 

中村 智広 〇 無 無 

6 生命倫理に関する識見を有する者 川上 祐美 〇 無 無 

7 生物統計その他の臨床研究に関する識

見を有する者 
林 邦彦 〇 無 無 

8 前７号に掲げる者以外の一般の立場の

者 

宮内 明子 〇 無 無 

中山 ちはる ×   

技術専門員：千葉大学病院 形成・美容外科 診療准教授 秋田 新介 
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一般社団法人国際再生医療普及協会特定認定再生医療等委員会規則第 6 条第 3 項の定めに

より、齋藤委員長は議長となり、本委員会の開会を宣言し、本日の出席委員を報告した。つ

いで本委員会の審議に必要な法定の成立要件を充足している旨を述べた。 

 

審査：新規 

医療機関：医療法人インテグレス 銀座美容メディカルクリニック 

管理者：関根 彩子                       

議題：しわ・たるみなど皮膚の加齢性変化に対する自己脂肪由来間葉系幹細胞による治療 

結果：継続審査 

  

銀座メディカルクリニック 関根医師より、本件について概要の説明が行われ、出席委員

との質疑応答が行われた。また秋田新介技術専門員による総評は以下のとおりであった。 

「見た目のアンチエイジングは、加齢性変化に対する治療の一つとして、患者にとっても、

社会にとっても重要な役割があり、十分に意義のある取り組みと考えられる。治療成果に関

して可能な限り客観性を準備することで、医師患者関係においても、今後の同治療の普及や

発展においても、より安全で有益な運 用が可能となると考える。」 

注意すべき点として治療の評価の客観性を挙げられ、期待する成果が得られなあった場合

の対処を明確にする必要があるとされた。 

客観的評価に対する回答として「顔の皮膚画像解析カウンセリングシステム VISIA 

Evolution（ビジア エボリューション）という解析装置が当院にはあり、以下のような機能

を持つ。 カラー写真と UV 写真の撮影ができ、「シミ」「シワ」「毛穴」「色ムラ」「ポルフィ

リン」「隠れジミ」「メラ ニンインデックス」「ヘモグロビンインデックス」の解析ができる。

3 次元ポジションマッチング機能と同一照明の効果で、撮影ポジションのずれによる解析誤

差や、前後写真の色調の違いを防止し、圧倒的な再現性を実現する。解析結果は同年代の平

均値と比較でき、レポート作成も可能である。」と説明された。 

 

その他委員からの質疑において、対象患者の年齢の考え方に関する議論がされた。詳細は

「主な質疑応答の内容」に記す。 

 

細胞加工物の製造の手順について、説明が不足しており、手順書を示して欲しいと「特定

細胞加工物製造事業者へ依頼したが、事業者内で検討する必要があるとのことから継続審査

という結論となった。 

 

審議の結果、不足資料があることから「継続審査」という結論を当該クリニックへ通知す

る 

細胞加工物の製造手順以外には本提供計画の実施について問題はないと判断された。 

 

以上 

 


